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【目的】　トータル・ルックの時代となり、おしゃれの仕上げとして帽子が注目されるよ

うになった。冬期に関しては、防寒が主たる目的であるが、演者らが女子学生を対象とし

たアンケート調査から、帽子は約７割の人が所有しているにもかかわらず、利用頻度は１

割弱に過ぎないことがわかった。一方、帽子の防暑効果についてはいくつか報告されてい

るが、防寒に関する近年における報告はほとんど見あたらない。そこで本研究では、着帽

実験を行い、帽子の有無や種類による保温効果の検討を試みた。

【方法】　被験者は健康な女子学生９名で、予備室（23℃）において、快適と感じる衣服を着

用し、皮If 温の安定を確認した後、lsでの環境下で次の各種供試帽子を着用し、40分間の

椅座安静状態で皮膚温12点、舌下温、全身及び局所温冷感・快適感を測定した。供試帽子

ii。ベレー、フード、スキー帽及びスカーフである。また、スキー帽については、耳介・

頭頂部の開口の有無についても検討を行った。冬期の帽子に関する調査は、1988年八月に

女子学生を対象として実施した。有効回収票は　200票であった。

【結果】　①着帽することにより、被覆部位の皮膚温が非着用時に比べ有意に高値となり

各帽子の保温効果が認められた。②その保温効果は、帽子の種類によって異なり、被覆面

積及び部位との関連がみられた。ベレー以外では、被覆部以外の部位の温冷感においてそ

の波及効果が認められた。③同素材・同被覆面積の場合（スキー帽）、耳を覆うことによっ

て保温性が大となった。④以上の着帽実験結果は、アンヶ一トに基づく帽子の種類別にみ

た保温効果の実態とも一致した。
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果 について（第2報)

み子

的　前報では、こたつを取りあげて手部および脚部を加温した場合の他部位への加温

について検討した。その結果、脚部の加温が全身におよぼす影響が大きいことがわか

　そこで今回は、市販されている暖房器具の中からこたつと同様に脚部を加温できる

での足温器（以下、Ａとする）と足首までの足温器（以下、　Ｂとする）を用いて実験

った。あわせて、　こたつと同じ姿勢で背部と座部を加温できる電気座椅子（以下、　Ｃ

る）についても実験を行ったので報告する。

法　環境気温18"C、相対湿度6 5±10 %に空調した室内でＡとＢについては椅座姿勢で

ついては、なげ足姿勢で行った。　被験者は健康な女子学生1 3名である。　測定項目は皮

1 0部位、口腔温、全身および局所的な温熱感、快適感である。実験開始Ｈ分後から加

開始した。A、　Ｂ両足温器は底部に、c は背部と座部にヒーターを有している。　こた

は、5 0±2 'Cの雰囲気温度の中で加温されるが、今回の器具は人体に接触する部分の

は3 3±2 °CでAの内部の温度は2 0±2 'Cである。

果　平均皮膚温と全身的な温熱感についてみると、実験開始から印分の間に徐々に低

ているかＡにより加温を行うと平均皮膚温は回復し、温熱感も寒さの申告がなくなっ

Ｂにより加温するとＡと同様に平均皮膚温は回復するが、温熱感はやや寒いとの申告

った。　Ｃにより加温すると平均皮膚温はわずかに上昇を示し、温熱感もやや暖かいと

告があった。　局部的にみると、手部はいずれの器具においても皮膚温は時間とともに

した。


